
介護事業所に求めるＢＣＰについて

（業務継続計画について）
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【令和5年度介護保険事業者集団指導資料】



・業務継続計画について

〇厚生労働省ホームページに研修動画や業務継続計画

ガイドライン等が掲載されています。

介護施設・事業所における業務継続計画（ＢＣＰ）作成支援に関する研修

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/douga_00002.html

2



ＢＣＰの基礎知識

• BCP（ビー・シー・ピー）とはBusiness Continuity Planの略称で、
業務継続計画などと訳されます。

• 新型コロナウイルス等感染症や大地震などの災害が発生すると、通
常通りに業務を実施することが困難になります。まず、業務を中断
させないように準備するとともに、中断した場合でも優先業務を実
施するため、あらかじめ検討した方策を計画書としてまとめておく
ことが重要です。

• BCPの特徴として、災害等が発生した後に速やかに復旧させること
が重要ですが、その前に「重要な事業を中断させない」という点が
挙げられます。内閣府「事業継続ガイドライン－あらゆる危機的事
象を乗り越えるための戦略と対応－平成25年８月改定）」では、次
のとおり定義されています。
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ＢＣＰの基礎知識

＜定義＞

• 大地震等の自然災害、感染症のまん延、テロ等の事件、大事故、

サプライチェーン（供給網）の途絶、突発的な経営環境の変化など

不測の事態が発生しても、重要な事業を中断させない、または中断

しても可能な限り短い期間で復旧させるための方針、体制、手順等

を示した計画のことを事業継続計画（Business Continuity Plan、

BCP）と呼ぶ。
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BCPにおいて重要な取組は、例えば、

• 各担当者をあらかじめ決めておくこと（誰が、いつ、何をするか）

• 連絡先をあらかじめ整理しておくこと

• 必要な物資をあらかじめ整理、準備しておくこと

• 上記を組織で共有すること

• 定期的に見直し、必要に応じて研修・訓練を行うこと

等が挙げられます。
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介護施設・事業所における業務継続計画
（BCP）について
• BCPとは「平常時の対応」「緊急時の対応」の検討を通して、①事業活動
レベルの落ち込みを小さくし、②復旧に要する時間を短くすることを目的
に作成された計画書です。

• 介護施設等では災害が発生した場合、一般に「建物設備の損壊」「社会イ
ンフラの停止」「災害時対応業務の発生による人手不足」などにより、利
用者へのサービス提供が困難になると考えられています。

• 一方、利用者の多くは日常生活・健康管理、さらには生命維持の大部分を
介護施設等の提供するサービスに依存しており、サービス提供が困難にな
ることは利用者の生活・健康・生命の支障に直結します。

• 上記の理由から、他の業種よりも介護施設等はサービス提供の維持・継続
の必要性が高く、BCP作成など災害発生時の対応について準備することが
求められます。
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BCPを策定されている事業所や、
自然災害を経験された事業所の話から学ぶ

介護事業所における

自然災害経験を活かした

BCP（業務継続計画）の策定

公益財団法人 介護労働安定センターホームページ

http://www.kaigo-center.or.jp/report/2022r01_t_chousa_result_01.html
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【概要】
公益財団法人介護労働安定センターに
おいて、令和3年度に介護事業所や運営
法人における、自然災害BCP構築への取
り組みの実態と取り組み事例を調査・分析
し、介護事業所の特性に応じた実効性の
高い自然災害BCPの構築および改善を支
援する資料とすることを目的としてインタ
ビュー調査を実施し、本冊子を作成。

【掲載内容】
・業務継続ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ策定時における問題、
悩みと効果的な策定の進め方

・自然災害を経験した２２の施設、事業所
の経験を踏まえた課題と対応策

・経験者から、これからBCPを策定する
事業所へのアドバイス
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